
令和３年度 

佐賀関地域まちづくりビジョンフォローアップ会議 
■令和 3年 11 月 24 日（水）14：00～ 

■佐賀関市民センター 集会室 
開会 

１． 委員・事務局紹介 

２． 会長あいさつ 

３．議事 

（１）会議の公開について  

（２）地域まちづくりビジョンについて 

（３）地域まちづくりビジョンフォローアップ会議について 

（４）地域まちづくりビジョンに掲げる事業の進捗について 

（５）大分市過疎地域持続的発展計画について 

（６）今後の予定について 

 ５．その他 
閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・旧大志生木小学校での取組みにおいて、イベントごとの参加人数を教えてもらいたいと思います。 

⇒《市》今年で５回目となる「大志生木こどもアート学校」を11月 20日、21日に開催しました。アトリエ 

利用アーティストによるワークショップを５講座、体験型のワークショップを２講座行っており、２日間で 

市内・市外、地域の方々含め２００名以上の参加をいただき大変にぎわったところです。 

この通信は、地域まちづくりビジョンフォローアップ会議の内容について地域の皆様にご報告するとともに、

地域の現状や課題、将来像について共有していただくために発行いたします。 

 

■地域まちづくりビジョンに掲げる事業の取組状況及び意見交換会の内容（抜粋） 
 

 【提言１】人が集まる観光振興対策 
【事業の取組状況】 

《市》 

・令和２年度より観光振興を目的として、佐賀関支所に「地域おこし協力隊員」 

が配属され、地域内の飲食店や史跡等の魅力をブログで発信をしています。 

・空港路線バス「エアライナー」のラッピング広告を活用した関あじ・関さば 

や関埼灯台等のPRを行っており、好機を捉えた魅力発信に努めています。 

・平成２９年度から旧大志生木小学校にて、地域とアーティストが連携したア 

ートイベント「開校！大志生木こどもアート学校」を継続して開催しており、

アトリエを利用している７名のアーティストと地域住民の協力により地域の賑わいの創出を図っています。ま

た、令和２年度には佐賀関地区の様々な場所に旧大志生木小学校のアトリエ利用者を中心としたアーティスト

の作品を展示する「さがのせきアートコレクション」を開催しました。 

・旧大志生木小学校のグラウンドの一部を砂入り人工芝のテニスコートとして整備 

し、令和３年４月より一般利用の体育施設とて供用開始しており、土日を中心に 

利用者が来場しています。 

《地域・個人》 

・購買会をリニューアルオープンし令和３年4月より「セキストア」として、スーパー部分のほかにイタリ 

アンレストラン、スイーツ店、整骨院がオープンしています。（ＪＸ金属製錬佐賀関製錬所） 

・令和３年２月より新造船「涼かぜ」を就航し、県内外に広告宣伝等を実施するとともに、その際に「佐賀 

関」という言葉を意識して使用しています。（国道九四フェリー） 

・「海舟・龍馬」二人の足跡を訪ねるコースを作成しており、そのルートに「海舟・龍馬思索の道」と記した 

看板を設置しています。また、その道を佐賀関建築士会・日本文理大学の学生とともに整備を行い、ウォ 

ーキングコースとして歩いてもらえるようにしています。（さがのせきボランティアガイド協会） 

・「まちなか流木アート」が日本文理大学・佐賀関ローカルデザイン会議の協力を得て、令和３年４月から再 

スタートしています。（商工会議所佐賀関支所） 

佐賀関地域まちづくりビジョン  フォローアップ会議  通信 
大分市地域まちづくりビジョン 

発行：令和 4年 3月 1日 佐賀関地域まちづくりビジョンフォローアップ会議事務局 

 【提言２】コミュニティの維持・活性化 
【事業の取組状況】 

《市》地域まちづくり活性化事業である「関崎シーサイドウォーキング」は、令和元年度は新型コロナウィルス 

感染症拡大防止のため実施できませんでしたが、令和２年度は、感染対策をするとともに、規模を縮小して開 

催し、地域の活性化に努めています。 

《地域・個人》一人暮らしの高齢者の庭の草刈りや植木の剪定などを行う「猫の手応援隊」の活動を行うととも 

に、買い物弱者・地産地消対策として「いどばたショップ」を毎月第３日曜日に実施しています。 

（木佐上まちづくり協議会） 

 

 【提言３】便利で快適なまちづくり 
【事業の取組状況】 

《市》令和３年度から佐賀関支所と国道九四フェリー、佐賀関病院、関あじ・関さ 

ば館等を結ぶ循環型のルートで低速電動バス（グリーンスローモビリティ）の実 

験運行を行っています。 
《地域・個人》令和３年２月に就航した「涼かぜ」はバリアフリー設備を行ってい 

ます。（国道九四フェリー） 

 

 

 

・グリーンスローモビリティのこれまでの利用状況が分かれば教えてもらいたいと思います。 

⇒《市》利用者の８割以上が地元の佐賀関の方で、ほとんどの方が７０歳以上という状況です。 

 

・グリーンスローモビリティは、皆さんが喜んで乗っているので、ぜひ関崎海星館に行ってほしい。 

⇒《市》関崎海星館のルートについては、今年は実験運行をさせていただきましたので、その結果を含めて今後検 

討するという事になるかと思います。 

 

・グリーンスローモビリティについて、現在運行していない地域をルートに入れてほしい。 

⇒《市》今年度実験運行中ですので、まずはその結果を取りまとめます。本日の意見も含めて、今後もご意見を挙 

げていただきたいと思います。 

 

 

 

 提言１～３の複数に関係するもの 
（事業名）さまざまな地域資源を生かした人が集まるまちづくり 

【事業の取組状況】 

 
（事業名）佐賀関港周辺の再開発や整備 

【事業の取組状況】 
《地域・個人》佐賀関港ターミナルビルのフードコートのメニューをその都度変更しており、弁当販売も行って 

います。（国道九四フェリー） 
 

 

 

 

第３号 

■問い合わせ：大分市市民部佐賀関支所 ＴＥＬ：５７５‐１１１１■ 

 

 

個性を活かした魅力ある地域づくりを推進するため、市内

１３地域において、それぞれの地域が目指すまちの将来像や

その実現に向けた取り組みをまとめた「地域まちづくりビジ

ョン」が策定され、平成 30 年７月に市長に提言されました。 

 地域まちづくりビジョンフォローアップ会議は、地域が目

指す将来像の実現に向けて、市民と行政が一緒にまちづくり

を進めるため「地域まちづくりビジョン」に掲げる事業につ

いて、「行政に望むこと」「地域でできること」「私たちができ

ること」のそれぞれのテーマにおいて、取組状況を報告し、

各取組の今後の進め方や課題などについて情報共有、意見交

換を行うものです。 

地域まちづくりビジョンフォローアップ会議の目的 

・令和２年度に基本設計を行っており、今後、詳細な設計をし天体望遠鏡や

プラネタリウムの設置等に向け取り組む予定となっています。 

また、アクセス道路についても引き続き道路管理者である大分県へ幅員の

狭小部分の解消等の働きかけを行ってまいります。 

 

【会議の中で出された意見・要望】 

 

【会議の中で出された意見・要望】 

 

《市》 

・令和３年度から関崎海星館周辺の散策や関埼灯台へのアクセス改善を図るた 

めの、遊歩道整備を行うこととしています。 

◎提言及び取組事業についての詳細は裏面をご参照ください。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提言１ ： 人が集まる観光振興対策 

本地域は豊かな自然から生まれた海の幸・山の幸、海水浴場、観光スポット、市外の方も楽しめ

る地域伝統行事など、観光資源が多くあります。 

地域資源をより有効に活用するため、分かりやすい情報の発信や、観光客が来たくなるような拠

点・仕組みづくりが求められます。 

 提言２ ： コミュニティの維持・活性化 

都市部と比較すると、住民同士の関係が密接で、行事などの住民交流、高齢者の見守りや災害時

の助け合い体制が構築されています。 

このような体制を維持していくために、次世代を担う若者も交えた地域交流を促進し、コミュニ

ティを活性化させる取組が必要です。 

 提言３ ： 便利で快適なまちづくり 

本地域は自然環境が豊かな一方、住宅や交通の便が少ないことや買物・娯楽施設の不足、農作物

への有害鳥獣被害などの弊害があります。 

美しい自然環境を保持しながらも、生活の利便性を向上するための基盤整備や支援を望みます。 

 

提言 番号 取組事業名と概要 

提言 

１ 

① 
佐賀関中心部の観光振興（インフラ整備） 

・支所周辺に観光客が食事をできる場所や土産店をつくり、駐車場を整備するなど人を呼び込む

仕掛けをつくり、まちを盛り上げる。 

② 

大志生木小学校跡地の利活用 

・アクセス道路の整備と合わせ、グラウンドは公園やテニスコートに、校舎はいこいの場やアー

ティストのアトリエ・工房などに整備、利用する。 

・地域と行政が協力し、アートイベント等を地域の行事と連携しながら実施して地域のにぎわい

につなげる。 

・ツールド佐賀関のようなサイクリングイベントを開催し、大志生木小学校跡地を休憩ポイント

等の拠点として利用する。 

③ 

人が集まるまちづくり 

・日豊海岸国定公園の美しい景観や早吸日女神社、関埼灯台、関崎海星館から見た早吸瀬戸・高

島など、観光資源を PRするためボランティアガイドと連携したまちづくりを行う。 

・「関あじ・関さば」の知名度を向上し、観光客を増やす。 

・「一尺屋みかん」を PRし、収穫体験などにより農業振興に取り組む。 

④ 
地域のホームページ作成・情報発信 

・各校区のホームページ等を作成して、地域の観光資源や名産を PRする。 

提言 

２ 

⑤ 
高齢者が安心して住めるまちづくり事業 

・総合病院である佐賀関病院と連携して健康づくりを推進する。 

・気軽に高齢者が集まれるミニサロンを開催する。 

⑥ 
若者も参加する地域まちおこしイベントの実施 

・NPOや商工会議所のほか、行政も入って多くの人が参加するイベントを実施し、地域のために

活動できる若者を育成する。 

提言 

３ 

⑦ 

交通弱者対策事業 

・JRと連携し、JR幸崎駅から佐賀関半島循環バスを運行する。 

・バスと JR幸崎駅との接続の利便性向上。 

・高齢者にもっと出掛けてもらうため、ワンコインバス（現、長寿応援バス）やコミュニティバ

ス、乗合タクシーの運行を行う。 

⑧ 
有害鳥獣の捕獲拡充とジビエ料理への活用 

・イノシシ等の狩猟免許の規制緩和による捕獲と、ジビエ料理の研究・販売・提供に係る施設等

を整備し供給を拡大する。 

提言 

１・２ 
⑨ 

さまざまな地域資源を生かした人が集まるまちづくり 

・関埼灯台、関崎海星館（アサギマダラを含む）、樅の木山セラピーロードなどの資源を生かした

観光ルートを作り、道路網や案内板等も整備する。 

・JR 幸崎駅から、かつての軽便鉄道の廃線敷をたどって佐賀関バスセンターまで、約 10kmの

「さがのせきサイクリングロード」を PRする。 

・関崎海星館のプラネタリウム等の設置や学校跡地を活用した青少年の教育拠点の整備を行う。 

提言 

１・３ 
⑩ 

佐賀関港周辺の再開発や整備 

・佐賀関港から支所周辺までの動線を整備し、買い物場所や釣りスポットをつくる。 

・佐賀関港から支所周辺まで自動運転車両を運行し、人の流れをつくる。 

提言 

２・３ 
⑪ 

幸崎駅を中心とした定住化促進事業 

・高齢者や認知症の方を集めて実施している食事会などの福祉活動を市の支援を受けながら拡充

する。 

・幸崎駅周辺市有地の活用について、地域と行政で一緒に協議し、空家、空地の活用や住宅整備

を行う。 

・各校区で「まちづくり協議会」を設立し、市民参画のまちづくりを実施する。 

 

 

 急速な少子高齢化が進む中、大分市においても今後人口が減少することが予想され、地域

住民同士の支えあいや交流が少なくなるなど、さまざまな課題が懸念されています。これら

の課題を解決するためには、行政が地域の実情や意向などを的確に把握し、市政への反映に

努めることが必要と考えております。 

 このような状況を受け、地域の活力維持・増進を図ることを目的として、市内１３地域に

おいて、各地域の代表者等でつくる「地域ビジョン会議」を設置し、その中でそれぞれの地

域の現状と課題などを議論し、地域のまちづくりを進めるうえで目指すべき将来像として「佐

賀関地域まちづくりビジョン」を策定しました。 

【佐賀関地域の対象校区】 

佐賀関地域まちづくりビジョンは、本神崎・木佐上・大志生木・関・一尺屋の５校区を 

対象としています。 

来て良し 住んで良し 美しい佐賀関 

 
【これからのまちづくりに向けた市長への提言】 

【佐賀関まちづくりビジョンの将来像】 

【提言に基づく事業提案と概要】 


